
ヤ
マ

八
六
九

ヤ
マ
ザ
キ
ウ
ン
ザ
ン

山

崎雲一
山

田
明
咋
部
制
の

入
。
泊
腐
揃
士
口
、
訟
は
音
、
世
子
は
元
静
、
一
宇
伯
元
、

釜
山
・
文
軒

・
石
前
例
入
又
は
一
正
当
尖
出
世
道
人
と
脱
す

る
。
幼
よ
り
似
を
好
み
、
前
に
居
村
の
抑
制
附
な
る
泊

告
の
上
に
座
し
て
風
光
を
貸
し
、
家
に
郎
る
こ
と
を

際
世
い
た
の
で
あ
る
。

ヤ
マ
ザ
キ

山

崎
今
金
制
作
の
内
に
邸
す
る
街
地

名
。
三
宮
古
記
水
引
制
入
の
僚
に
、
『
山
崎
・凹
市
紺

一
』
と
見
え
、
白
山
富
班
縦
訓
帥
巾
抱
録
辛
勝
四
年
十

月
の
艇
に
、
『
能
殺
・越
中
栄
帥
仰
は
大
問
、
舘
附
衆
帥

は
山
附
・笹
山
也
』
と
も
あ
る
0

.石
初
制
枇
腕
縦
腿
長

十
一
年
の
文
恕
に
、
石
浦
郷
内

七
ヶ
村
の一
L
r
」
し
て

山
附
村
が
あ
る
の
も
之
に
同
じ
〈
、
金
制
仲
城
か
ら
小

-I野
な
る

山
崎
地
方
の
む
都
を
存
す
る
附
近
に

来

る
間
が
、
佐
古
の
山
崎
村
の
匝
峨
で
あ
っ
た
の
で
あ

ら
う
。
越
駕
賀
三
州
志
に
、山
附
庄
は
金
都
小
宜
野
の

出
湖
町
附
近
で
、今
の
奥
力
阿
は
之
に
闘
ら
ぬ
と
し
、

博
伽
邪
談
に
は
金
探
城
か
ら
小
放
野
総
王
寺
山
政
ま
で

そ
山
附
郷
が
と
す
る
が
、
そ
れ
は
庄
で
も
郷
で
も
な

〈
、
山
崎
村
と
す
る
の
が
-
正
し
い
ゃ
う
で
あ
る
。

ヤ
マ
ザ
キ
山
崎
能
柴
制
州
大
杉
の
内
の
小
字
。

ヤ
マ
ザ
キ
山
崎
別
羽
咋
郡
抑
水
巾
院
に
臨
す
る

部
、柄。ヤ

マ
ザ
キ
山
崎
臨
島
制
大
在
郷
に
印
刷
す
る
部

町
市
。
土
方
部
久
が
能
穀
一
一
段
仰
を
領
し
た
時
、
こ
の

村
に
陣
屋
を
股
け
て
代
官
を
院
在
せ
し
め
た
。

ヤ
マ
ザ
キ
山
崎
鹿
島
抑
制
刷
測
の
内
の
小
字
c

ヤ
マ
ザ
キ
ア
キ
主
ダ
山
崎
駿
忠
治
相
桝
宇
兵
衛
・

奥
兵
衛
。
卒
保
七
年
父
僻
左
術
門
の
也
知
二
百
石
を

受
け
、
後
預
玄
院
附
御
用
人
か
ら
、
資
回
目
九
年
間
御

附
物
凶
盤
に
京
・
り
、
明
和
ご
年
百
石
を
加

ホ
て
一一一
}白

石
そ
領
し
、
=
一
年
十
月
八
日
七
十
六
畿
や
一
以
て
残
し

た。

ヤ
マ
ザ
キ
キ
ザ
エ
モ
ン
山
崎
喜
左
衛
門

初
め

て
前
間
利
長
に
仕
へ
て
三
百
石
を
領
し
た
o
子
孫
滞

に
川
製
す
る
。

ヤ
マ
ザ
キ
キ
子
ワ
ベ

エ

山

崎
久
兵
衛

初

め

緑

旧
日目
孝
の
随
で
あ
っ
た
が
、
後
前
川
利
引
巾
に
仕
へ
て

こ
百
石
を
領
し
、
延
山
H

八
年
に
波
し
た
。
子
孫
抗
代

茂
兵
衛
永
保
二
百
石
を
翻
し
、
出
銀
器
行
を
勤
め
た

が
.
文
政
十
一
年
三
月
間
門
そ
命
ぜ
ら
れ
、
λ
月
八

日
製
し
て
家
断
絶
し
た
。

ヤ
マ
ザ
キ
ジ
ガ
生
山
崎
地
方

石
川
制
石
間
庄

に
回
す
る
無
家
の
地
で
、
古
音
山
附
村
と
僻
す
る
大

白
が
あ
っ
た
が
、
後
多
〈
城
下
に
邸
し
て
そ
の
一
部

の
残
っ
た
も
の
で
あ
る
。
明
尚
三
年
二
且
十
日
附
村

御
印
に
、
『
加
州
石
川
部
山
附
領
村
、

一
ヶ
村
革
路
四

十
五
石
、
元
四
ッ
一
泊
歩
』
と
あ
る
も
の
剖
ち
是
で
あ

る
。
後
引
に
山
崎
領
叉
は
山
崎
地
方
と
い
ひ
、
明
治

中
に
束
。
、
山
崎
地
方
を
獅
放
の
部
総
と
し
て
取
扱

は
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ヤ
マ
ザ
キ
シ
ヤ

山

崎

吐

血
島
郡
山
附
に
鎮
座

す
る
。
能
臣
官
総
に
、
或
は
耐
名
恨
の
宿
那
立
像
石
制

祉
と
い
ふ
が
訴
か
で
な
い
。
一
設
に
問
。
民
加
芯
比
古

耐
祉
で
あ
る
と
い
ふ
と
も
促
す
る
。
今
は
阿
山
民
加
芯

忘
れ
た
。
放
に
少
時
の
鐙
印
に
鎚
宕
稲
育
と
刻
し
た

も
の
が
あ
る
。
後
京
闘
に
跡
び
、
級
山
陽

-U
名
海

屋
・野
田
町
介
石
等
と
交
ふ
り
、
次
い
で
務
所
に
杭
棋
し
、

復
京
町
川
に
赴
き
、
久
し
か
ら
ず
し
て
裂
し
た
。
時
に

天
保
入
年
九
月
十
九
日
、
的
六
十
七
。
こ
の
山
刊
誌
酬
に

察
燭
談
が
あ
る
。

ヤ
マ
ザ
キ
カ
イ
ホ
ウ

山
崎
海
峰
刑
制
咋
抑
制
の

抗日家。

山
崎市出
山
の
縫
子
で
あ
ら
う
。
泊
都
建
二
郎

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
住
地
と
併
せ
て
揃
誌
と
も
犯
し
、

手
を
叔
聞
と
も
い
う
た
。
説
的
は
織
的
の
後
の
紋
で

あ
る
。

比

古

前

世

と

都

す

る

。

を

舎

は

せ

、
銀
五
枚

・
雌
子
一
ー
を
賜
は
っ
た
。
伎
沈

ヤ
マ
ザ
キ
ジ
ロ
ベ
エ
山
崎
次
郎
兵
街
五
郎
右
一
永
一
八
年
五
百
石
を
受
け
て
務
医
と
な
り
、
足
絹
川
に

衛
門
の
子
。
政
四
百
五
」1
石
。
持
関
門
止
科
聞
を
勤
め
。
一
任
じ
、
十
五
年
前
倒
光
市
か
ら
松
平
伊
一艮
守
信
網
の

阿
国
長
一
五
年
八
且
大
詔
寺
城
攻
躍
の
際
奮
戦
し
て
功
が
一
様
努
を
慰
す
る
お
肥
前
島
原
に
地
は
さ
れ一
、
鹿
山広ご

あ

っ

た

。

光

永

十

二

年

夜

。

一

年

先

的

聞

に

准

み

、
観
年
出
百
石
を
加
へ
、
町
治
二

ヤ
マ
ザ
キ
ジ
ン
ベ
エ
山
崎
甚
兵
衛
大
則
的
寺
滞
一
年
御
鉛
事
行
と
な
り
、
流
文
六
年
致
仕
し
て
況
十
人

組
前
川
利
治
が
分
封
し
た
時
、
配
邸
せ
ら
れ
た
従
恒
一
扶
持
を
受
け
、
七
年
抗
月
七
十
九
段
を
以
て
波
し

で
、
厳
両
五
十
石
。
巾
依
流
の
剣
術
を
能
く
し
た
。
一
た
。
長
有
人
と
お
り
長
身
則
肉
、
問
符
原
く
し
て
力

ヤ
マ
ザ
キ
主
力
ユ
キ
山
崎
孝
之

辺
都
僻
太
郎
。
一
政
人
を
粂
ね
、
口
約
に
し
て
行
に
取
で
あ
っ
た
。
子

字
は
子
修
、
鋭
は
山
肌
舟
。

山
崎
才
三
郎
有
併
の
畏
子
一
孫
品
m
hH
滞
に
仕
へ
る
。

で
帝
政
の
棋
が
あ
っ
た
。

十

一
蹴
総
主
の
前
で
怠
を
一

ヤ
マ
ザ
キ
ナ
ガ
カ
生
山
崎
長
質

週
初
庄
兵
衛
。

講
じ
、
十
二
蔵
官
人
を
山
氏
う
て
利
浅
祥
の
尽
を
修
め
、

一
兵
部
長
治
の
子

o
m文
元
年
治
知
間
千
武
百
五
イ
ゲ叫

後
庇
務
政
に
就
い
て
論
践
す
る
所
で
あ
り
、
北
魁
平
一
を
受
け
、
元
職
元
年
定
火
消
、八
年
奏
者
番
に
任
じ
、

定
の
後
村
上
務
椛
刊
附
中
部
す
に
任
じ
、
六
年
十
二
且
波
一
卒
保
十
二
年
四
且
六
十
肢
を
以
て
波
o
長
民
芋
を
好

し
た
o
平

年

三

十

四

。

一

義

と

い

ひ

、
臨
砲
と
統
し
、
尽
を
好
ん
だ
。

ヤ
マ
ザ
キ
チ
ョ
ウ
山
崎
町

金
怖
の
白
町
名
。
一

ヤ
マ
ザ
キ
ナ
ガ
ヲ
=

山
崎
長
図

迎
総
庄
兵
衛
。

山
附
村
の
部
地
で
あ
っ
た
か
ら
の
名
で
、
後
の
石
引
一
長
門
長
徳
の
長
子
。
院
長
の
初
前
回
刺
長
に
牝
へ
て

町
で
あ
ら
う
o
こ
の
山
附
川
を
印
刷
町
附
近
で
あ
る
と
一
新
知
千
石
を
受
け
、
五
年
そ
の
大
山
間
寺
城
攻
取
に
む

す
ろ
訟
は
、
文
政
四
年
に

m
mの
仰
枕
に
よ
っ
て
、

一
っ
て
品
開
静
締
川
次
郎
兵
術
そ
肘
取
っ
た
。

九
年
十
二

山
之
小
路
脅
一
同
山
附
町
と
政
め
た
烈
か
ら
起
っ
た
一
月
夜
、
的
サ
問
。

も

の

で

あ

る

。

一

ヤ
マ
ザ
キ
ナ
ガ
ザ
ト

山

崎
長
郷
泊
僻
阿
彼
。

ヤ
マ
ザ
キ
ナ
ガ
ア
キ
ラ
山
崎
長
鏡

沼
抑
制
築
協
・
一
長
門
長
徳
の
第
二
子
。
前
川
利
良
に
仕
へ

、
新
知
千

庄
兵
衛
o
口
付
背
山
以
後
長
次
の
二
子
で
、
山
崎
長
一
石
を
受
け
、
民
長
引
年
克
容
院
夫
人
の
江
戸
に
れ
と

門
長
悠
に
餐
は
れ
、
回
目
徳
の
初
部
長
銘
を
襲
名
し
た
一
な
っ
た
時
之
に
従
ひ
、
九
年
父
の
抽
出
隠
し
た
後
そ
の

も
の
o
義
父
の
間
間
後
そ
の
致
仕
料
}
一
千
石
を
受
け
、

一
紘
一
瓜
五
千
石
宇
一
郎
安
ピ
、十
六
年
凶
且
九
日
閉
山
し
た
。

後
大
型
寺
務
に
仕
へ
て
二
千
七
百
石
に
奈
っ
た
。
こ
一
年
廿
六
。
長
郷
の
室
は
宇
喜
多
努
家
の
女
で
、
利
H
K

の
長
鏡
そ
一
代
で
絶
え
た
如
く
記
す
る
も
の
あ
る
は
一
の
養
う
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
子
に
狗
丸
が
あ
っ
た

理
府
を
明
ら
か
に
せ
ぬ
が
、
後
に
大
山
町
寺
掛
川
の
家
老
一
が
早
世
し
た
。

で
あ
っ
た
山
附
桜
丞
が
そ
の
子
柑
酷
で
あ
る
こ
と
は
健
一

ヤ
マ
ザ
キ
ナ
ガ
ツ
ネ

山
崎
長
常
遇
税
市
正

・

か

な

亦

お

で

あ

る

。

一

長

門

。

後

誌

を

光

式

と

殴

む

。

山
附
長
佑
の
嫡
叩
由
民

ヤ
マ
ザ
キ
ナ
ガ
ア
リ
山
崎
長
有
泊
棋
久
兵
衛
一
凶
が
交
に
先
だ
ち
て
波
L
、
二
男
口
同
郷
は
家
そ
迎
い

小
右
衛
門
。
H
K
門
長
徳
の
従
弟
作
右
衛
門
政
有
の
子
。
一
だ
後
亦
放
し
た
か
ら
、
三
男
長
叫
が
そ
の
政

一

mT1

長
総
に
回
附
し
て
大
坂
刊
役
に
従
ひ
、
附
山
で
雨
皮
抱
一
千
石
を
受
け
た
o
M叫ん出
十
抗
銭
の
時
、
大
坂
冬
帥
に


